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～実践報告第１弾～ 

～小学生と高校生との笑顔溢れる交流を通して～ 
 ７月１１日(火)に中士幌小学校５年生７名、６年生４名、上居辺小学校５年生４名、６年生２名の合

計１７名が、複式校集合学習の「総合的な学習の時間（食と農業）」で士幌高校を訪問しました。 

 例年は、２校を互いに訪問して集合学習形式で体育等の学習を行っておりましたが、本年度は士幌高

校や教育委員会からのお声がけもあり、初めて士幌高校で実施することになりました。 

 士幌高校に到着すると、アグリビジネス科の３年生の生徒さん１７名が迎えてくれました。挨拶の後

は、２班に分かれて乗馬体験と乳牛とのふれあい体験を行いました。 

 乗馬体験では、一人ずつ馬にのり、厩舎とその周辺をまわ

りました。乗馬が初めての児童がほとんどで、最初は不安そ

うな表情をしていましたが、高校の先生や生徒さんのスムー

ズな先導で、乗馬を終える頃には小学生はもちろん、高校生

からも笑顔が見られました。 

 乳牛とのふれあいでは、最初は牛の大きさに驚いていまし

たが、高校の生徒さんが乳牛に優しく声をかけながら世話を

する様子を見て、

小学生も少しずつ体

に触れたり、声をかけたりする様子が見られました。 

 最初の挨拶の時は、お互いに緊張している表情が見られま

したが、交流を深めるにつれお互いに打ち解けていく様子も

見られました。 

 学習を終えて、参加した児童からは「同じ町内に牛を飼って

いる高校があることを初めて知った。」「士幌高校に進学してみた

い。」「士幌が牛で有名な理由がわかった。」など、数多くの感想

が寄せられました。また、士幌高校の生徒さんからも「小学生

が私たちの学習に関心をもってくれて嬉しかった。」「牛や馬の様子を小学生にわかりやすく伝えることができて

良かった。」「士幌高校への進学に興味をもった人もいて誇りに思う。」などの感想が寄せられました。 

 今回、町内複式校の小学生と士幌高校において、初めての交流でしたが、今後の交流にもつながる大

変貴重な機会となりました。士幌高校の皆様、大変ありがとうございました。（文責:上居辺小藤林教頭） 

 

2023 

８ 魅力
～好き・尊敬・愛着・自信 

～創生・交流・夢・発信 

～発見・創出・体験・体感 

㏌

 
士幌の 
心 

◆上記取組、素敵ですね。「士幌の魅力・誇り・未来」が見えてくる活動です。◆そして、小学生と高校生、どちらにとっても

価値がある内容であったことが窺えます。この“win‐win”な関係性が素晴らしいですね。◆猛暑が続いていますが、士幌っ

子の笑顔が輝く夏になることを祈っています。◆自宅のゴーヤでチャンプルー作りました。おいしかったよ(笑)。   (渋谷) 

【乗馬体験】 

【乳牛とのふれあい】 


